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修士論文題目 痴呆性老人の自己効力感を高める国手と自己概念との闇直
痴呆性老人の言動から、自己効力感の認知状況を把握し、自己効力感が高まる要
因を分析する。さらに、生活がしづらくなっていく状況にある痴呆性老人の自己概
念がどの様な特徴を有しているのか明らかにする。
=l君空方畠_;
老人保健施設に入所面接から関われた中等虞のアルツハイマー型痴呆性老人(T
氏とする)を対象に半構成的面接を実施した。面接内容はテープレコーダーに録普
すると共に、フィールドノートに記録した。面接は目的別に4段階に分けた。分析
方飴は、圃接で得られた内容を手がかりに、グラウンデッドセオリーを用いた。面
嬢の段階別に、 T氏の語った言葉を用いて、それが意味している特徴をコード化し、
よく似たコードをグループ化しカテゴリー-とまとめた。話した回数も重視し、量
としてまとめた。これらから自己効力感や自己概念を考慮した。
第1段階は、本人の思いを引き出すことを目的とした。緊張が高く、会話はとぎ
れがちであった。サブカテゴリーは、白.己をマイナスに見せる無力感、自己嫌春、
劣等感、喪失感、不安感、孤独感のサブカテゴリーが多かった。第2段階は、第1
段睦で得られた仕事-の思いを認めることを目的とした。 T氏は多くの思いを語っ
た。サブカテゴリーは、自己をマイナスにみせる意欲低下、とまどい、無力感、喪
失感、虚無感、自己嫌悪、無欲、孤独感、絶望感、不安感が多かった。プラスにみ
せる自慢、達成感、自悟、意志表示、他者への配慮も得られた。第3段階は、霞め
たことを高め、自分を罷めるようにした。自己をプラスにみせるサブカテゴリー(自
己の生き方・自尊感情・意欲等)の量がマイナスに見せているサブカテゴリーより
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多かった。第4段階は、転居に伴う不安軽減を目的とした。サブカテゴリーとして
環境変化-の不信感、居住地に対する不安、孤独感が多かった。自己をプラスにみ
せる意志表示、生き方、意志表示も得られた。
全体として8つのカテゴリーがえられた。
考察
Banduraのself-efficacy理論を参考に自己効力感の認知状況を謝定した。自己が価値
をおいていることを認められ、高められたとき自己効力感は高く認知される。また
自己効力感を高く認知するまでには、段階がある。段階を乗り越えるための条件は
安心できることである。 8つのカテゴリーから自己概念を考察し、梶田が述べてい
る自己概念と比較した。構成要素や相・互関係はほぼ同様であるが、自己の将来や現
状に不安等のマイナス要因が大きいことが特徴であることから、自己概念は崩れや
すい。
総　括
働きかけによって、自己効力感の認知状況が変化する。自己効力感を高く認知し
ていても、環境変化により崩される。しかし.不安が吐露できたり、それまでの自
己効力感の認知が高いとLそれほど低下しない。また、自己概念の中核には「無為と
孤独」 「現在の自己の顕示」があり、シーソーの関係にある。それに関連する要因
として、 「過去の自己の顕示」 「他者-の関心」 「自己主張」 「将来の自己に対する
不安」 「自己を散り巻く環境-の不安」 「琵在の自己への不安」がある。将来の希望
が無いことが、梶田のいう一般的自己概念より崩れやすい特徴を有している。
